
天

安

門

事

件

か

ら
「

問

憲

章
」

へ

中
国
の
漸
進
的
改
革
の
可
能
性
を
示
す

六・
凹
「
山
の
日
限
日」
事
件
か
ら二
十

年
を
続
た
時
点
で
編
ま
れ
た
本
件
は、
決
し

て
忘
却の
彼
方
に
消
し
去っ
て
は
な
ら
ない

中
国
の
悲
劇
が 、
現
在
の
中
国
に
お
い
て
も

な
お
継
続
中で
あ
り 、
形
を
変
え
て
進
行
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
切
実
に
表
現
し 、
訴
え
て

い
る 。
小
国の
若
き
符
人・
文
芸
批
評
家と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
劉
脱
波
は、
米
国
滞

在
中に
中
国
民
主
化
運
動
の
再
高
揚
に
誘
わ

れ
て
帰
国
し 、
天
安
門
広
場
のハ
ン
ス
ト
に

加
わ
る
の
だ
が 、
あ
の
天
安
門
事
件
の
惨
劇

の
現
場
証
人
と
し
て
学
生
た
ち
を
蝶
き
殺
し

打
ち
殺
し
た
人
民
解
般
軍
戒
厳
部
隊
の
戦
車

と
装
甲
車
に
よ
る
凶
暴
残
忍
を
絶
対
に
許
容

し
得
ない
ば
か
り
か 、
そ
れ
ら
の
死
者
の
犠

牲
の
う
え
に
自
ら
の
生
と
現
存
が
あ
る
こ
と

党
第
十三
回
大
会
で
中
国
の
民
主
化へ
の
歴

史
的
な
報
告
を
行っ
た
組
紫
陽
と
は
完
全に

異
な
る
頑
迷
派
と
なっ
て 、
大
規
模
な
殺
裁

の張
本
人
に
なっ
て
し
まっ
た
の
は
な
ぜ
な

の
か
に
つ
い
て 、
劉
脱
波
の
見
解
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
日
が一
日
も
早
く
来
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る 。

ヨト；
�｝ 
は
劉
眺
波
と
い
う
現
代
中
国
の
す

ぐ
れ
た
知
性
の
発
言
や
作
品
を
日
本
に
留
学

さ
れ
た
劉
燕
子
さ
ん
を
中
心
に
し
て
編
集
し

た
著
作で
あ
り 、
中
国
の
将
来に
は
漸
進
的

な
改
革へ
の
朋
持が
も
て
る
こ
と
を
示
し
た

と
い
う
点
で
も
な
味
深い
も
の
が
あ
る 。

人
権
や
民
主
と
い
う
貨
車
な
価
仙
は、
中

国
社
会
を
含
む
人
類
全
体に
共
通
な
行
動
規

そ
の
こ
と
を
尺
肢に
中

簡
な
の
で
あっ
て 、

凶
の
体
制
を
非
難
す
る
こ
と
は、
決
し
て

「
中
国パ
ッ
シ
ン
グ」
な
ど
で
は
ない
こ
と

を 、
劉
脱
波
は
今
日
も
獄
中
で
訴
え
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る 。

国
際
教
護
大
学
学
長
中
嶋
嶺
雄

続
密
の
時
間

を
自
己
告
発せ
ず
に
はい
ら
れ
ない 。

劉
眺
波
は
「
国
家
政
縦
転
班
扇
動
持
谷

町抗」
で
今
回
も
再
び
獄
中に
あっ
て 、
白
ら

提
唱
者
の一
人
で
あ
り 、

一
万
人
近
く
も
の

署
名
者の一
人
で
も
あ
る
中
国
民
主
化へ
の

阿
則
的
な
宣
言
「
凶
悲
話」
（
二
O
O
八
年

十二
月
十
H
発
表 、
本
的刊に
全
文
収
録）
に

も
直
接か
か
わ
れ
ない
境
遇
に
あ
る 。
し
か

し 、
劉
暁
波
は
中
国
の
将
来に
希
望
を
裁て

て
はい
ない 。
当
局
の
規
制
や
抑
圧
が
い
か

に
厳
し
く
て
も 、
中
国
共
産
党
の
苛
酷
な一

党
独
裁
下
で
あっ
て
も 、
「
民
間」
の
カ
が

様々
な
社
会
的レ
ヴェ
ル
や
組
織
で
広
が
り

つ
つ
あ
り 、
と
く
に
イン
タ
ー

ネッ
ト

が
中

国
に
入
っ

て
か
ら
は、
「こ
れ
を
技
術
的
に

封
鎖
す
る
こ
と
は
難
し
く 、

中
国
人
が
言
論

。
外
国
人
参
政
権。
で

日
本
が
な
く
な
る
日

別
問
宝
島
編

宝
民
社・
五
ハ
O
円

外
国
人
参
政
権
問
題
の
肝
をコ
ンパ
ク
ト

に
ま
と
め
た
プ
ク
レ
ッ
ト 。
削
母
帥
俊
脱 、

百
地
何十 、
金
美
齢 、
石
平 、
郷
大
均
とい
っ

た
識
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
こ
の
間
組

に
折
り
込
ん
で
ゆ
く 。
さ
ら
に
ポ
イン
ト
を

押
さ
え
た
関
連
資
料が
理
解
を
助
け
る 。
側

絡
も
安
く
勉
強
会
の
資
料と
し
て
品
過
だ 。

向
型
編
集
部
は
問
題
点
と
し
て
①
中
国
の

段
附
を
合
法
的
に
許
す
こ
と
に
な
る
②
円
本

の
ア
イ
デン
テ
ィ

テ
ィ
ー

が
失
わ
れ
る
③氷

住
外
国
人
も
幸せ
に
な
れ
ない
｜の

三
点
を

挙
げ 、
そ
れ
に
基
づ
い
て
占
か
れ
た
フ
ィ
ク

シヨ
ン
「
人
口
1
7
3
人
の
村
背ヶ
烏に
外

国
人
参
政
権が
成
立
し
た
ら・：仰い」
は
背
筋

の
凍る
よ
う
な
わ
が
国
の
明
日
が
拙
か
れ
て

お
り 、
必
読で
あ
る 。
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劉
醗
液
著

劉
隷
子
編

藤
原
容
店・
＝一
七
八
O
円

の
自
巾
を
獲
得
す
る
の
に
未
だ
か
つ
て
ない

プ
ラッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
提
供
し 、
ま
す
ま
す

多
く

の
勇
敢
な
人
々
が 、
イン
タ
ー

ネッ
ト

を
通
し
て
自
巾
な
発
言
を
行い 、
田被
政
に
反

抗・
す
る
イ
ン
タ
ー

ネッ
ト

の
民
意
を
形
成

し 、
言
論
統
制
の
『
穴
だ
ら
け』
状
態
は、

も
は
や
修
復
す
る
方
法
も
ない」
と
述べ
て

い
る
（
本
時一
六
七
頁） 。

本
自
所
収
の
論
文
「
文
化
大
革
命か
ら
天

安
門
事
件
ま
で
｜｜

中
国
民
主
化
の
般
折」

で
は、
中
国
の
災
禍
は
「
毛
沢
東
時
代に
は

ピ
1

ク
に
達
し
た」
が
ゆ
え
に
毛
沢
東
の
死

と
文
革
の
終
息
は、
中
国
の
民
主
化
に
は
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あっ
た
と
い
う 。
そ
れ
な

の
に
毛
沢
東
時
代に
は
批
判
さ
れ
失
脚
し
て

い
た
郡
小
平が 、
一
九
八
七
年
の
中
国
共
産
「正治J平成22年5月号

ん山口
議
司
箸

ζ�一司竺圃

新
潮新
岱・
七一
四
円

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に 、

に
挑
む」
と
あ
る 。

ぃ、つの
た
か
が

「
日
本
語
最
後
の
謎

そ
の
謎が
「
ん」
だ
と

で
は
ない
か
と 、
侮

「
ん」

つ
て
は
な
ら
ない 。

恥
ず
か
し
な
が
ら
本
号
を
読
ん
で
初
め
て

気
づ
い
た
の
だ
が 、
「
ん」
は
母
音
で
も
ιJ

昔
で
も
ない 。
的
背
で
も
削
音
で
も
ない 。

円以
前
の
歴
史
哲
「
＋門
事
記」
に
は
「
ん」
の

表
記が
な
く 、
五
十
音
図
の
舟
外に
白か
れ

てい
る 。
と 、
す
る
と
「
ん」
と
はい
っ
た

い
何
な
の
か
l 。

そ
ん
な
疑
問
を 、
「
ん」
に
ま
つ
わ
る

様々
なエ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
興
味
深
く
解

き
明
か
し
た
の
が
本
的
だ 。
意
外
な
こ
と

に 、
あ
の
空
海
も
本
居
宜
長
も
「ん」
を
究

め
よ
う
と
し
た
と
か 。
ん
lっ 、

奥
深い 。
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